
フィンランド大使館広報部

講演参加者の感想（抜粋）

日本の目指すべき姿だなあと感じました。
「社会に参加する人」を育てるというお話。どういう人になってほしいのか考えた
うえでの教育・仕事とともに自分の人生を楽しんでいる姿に学ぶことがたくさん
ありました。

子育て世帯に向けて
家事・育児の分担状況に関するアンケートを実施

男女共同参画講演会
『フィンランドから学ぶウェルビーイング』を開催

時短調理講座への参加を希望される方は、町の公式LINEを友達登録お願い
します。講座は２０２５年５、８、１１月、２０２６年２月の予定で、開催の
1カ月前にはLINEから調理講座の詳細や申し込み受付に関する案内をしま
す。配信動画の案内もLINEから行いますので、参加を迷われている方もぜ
ひ友達登録お願いいたします。

堀内　都喜子（ほりうち ときこ）さん

高森町図書館で
取り寄せ出来ます。

▲「フィンランド人は
なぜ午後4時に仕事が終わるのか」
堀内都喜子/ポプラ新書

フィンランドについてさらに知りたい方は、こちらの著書をチェック!

高森町公式YouTubeで
講演会当日の様子を
配信中です。

問い合わせ先 35-9402　Mail：soumu@town.nagano-takamori.lg.jp総務課 まちづくり振興係

講座へ参加希望の方は、町の公式LINEへ登録お願いします

●時短勤務はしましたか？に対して約６割が「母親側がした」と回答
●子育てをしながらの勤務に職場は理解がある？
　母親：約８割が「ある」と回答、
　父親：約５割が「ある」と回答したが、「不明」が約３割

　高森町の男女共同参画に関する現状について整理するべく、

2024年10月、町内保育園4園を利用されている293世帯の皆様

に家事育児の分担に関するアンケートを実施しました（内、回答

107世帯）。（結果は下の2次元コードをチェック）

　子育て世帯へのアンケートとなった経緯としては、「女性

の社会進出」は同時に「男性の家庭進出」であると考えたから

です。結果、高森町内の子育て世帯では性別によらず家事育

児の分担が進んでいる様子がうかがえました。一方、負担感

の強い家事（食事の支度）を主に担っているのは女性側であ

り、時短勤務の取得や会社へ理解を求めるために行動を起こ

しているのも女性側が担っているケースが多く、主体的に家

事育児に関わっているのは女性側と言える結果でした。

毎年ご協力いただいている町民アンケートに男女共同参画にかかわる設問があります。

アンケートの全容は、
こちらから

ご覧いただけます

※ 後日動画配信予定のため、予定が合わない方も当日の調理の様子をご覧いただけます。
※ また講座内容は４回とも異なります。高森町公式LINEで案内される各講座の詳細をご覧の上、お申し込みください。

肩の力を抜いていこう！時短調理講座 年4回開催予定
※各10世帯ずつ

※講座への参加はひと世帯１回まで高森町在住で、小学生以下の子どもがいる世帯高森町在住で、小学生以下の子どもがいる世帯

家事に育児に仕事にと、限られた時間をどう使うか、アウトソースがまだ一般的でない日本において、
どんなやり方が家族にとって幸せなのか考えるきっかけづくりのために、ぜひご家族あわせて講座へご参加ください。

●核家族世帯が約８割、家事育児は約６～７割で
分担が進んでいます
●より負担感の強い家事は「食事の支度」

アンケート結果の概要は次の通りでした。


